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但し、令和 2年度小日急多摩線延仲を促進する議員連盟会費として
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氏
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名 小日急多摩線延伸を促進する
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但し、令和2年度小田急多摩線延伸を促進する議員連盟会費として

仲 ■ 年♪
~月22日 上記の金額正に領収いたしました

所
名
住
氏

神奈川県相模原市中央区中央 2 5号
小日急多摩線延伸を促進する
会 長  中 村 昌
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但し、令和 2年度小田急多摩線延仲を促進する議員連盟会費として
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評
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氏
所 神奈川県相模原市中央区中央 2 5号
名 小田急多摩線延伸を促進する

会 長  中 村 昌
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小―田急‐多摩線睡伸を促進する議員連盟

【書面1審|1議:J
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案議

,議案第1号 令和元年度活動報告に>｀ てゝ

議案第2号 令和元年度収支報告及び会計監査報告について

議案第3号 役員の改選 :(案)について

議案第4号
'令
和 2年度活動計画 (案 )!ぃついて

議案第Ь号 令和 2年度収支予算 (案)にういて

や
議案第o号 決議!〈案)につ′いて



月  日 活 動 内 容 備 考

4月 24日 第 1回役員会:平成 31年度総会 (案)について

5月 22日

総 会       |     |
・平成 30年度活動報告について
,平成3'0年度収支報告及び会計監査報告にっぃて
。役員の選任(案)にうぃて     .
・令和元年度活動計画(案)について
・令和荘年度収支予算(案)たついて
・決議(案)について

【会 場】
愛川町文化会館

8月 5日

臨時役員会
・今後の活動方針について
∫総会結果について
も要望活動(案)について

※町田市 ,相模原市の公表

した小田急多摩線の延伸

に関する調査検討結果を

受
'夕

て(議員連盟の方針

を諮るために臨時役員会

を開催した。 !

10月 23日 要望活動 (国土交通省関東運輸局(小田急電鉄)

‐10月 28日 要望活動 (東京都、神奈川県)

2月 4日 要望活動 (国土交通省)

2月 10日

廷伸ルート視察「!研修会

第 2回役員会      i
・令和元年度要望活動結果について
。今和元年度収支報告 (案)について
・令和2年度活動計画 (案 )、
及び収支予算 (案)について

。令和2年度総会 (案)について:

議案第 1号

令和元年度 活動報告

比

i64-



1 収
´
入

3.差 ]|

収入済額

345,051円

支出済額

‐ 299,589円

残額 (繰越金 )

45,462円

令和元年度 収支報告

議案第2号

(単位 i田 )

(単位 :円 )

令和 2年 し   45,

科  、目
予 算 額

(A)

収入芳額

(B)

増 減 i額

(B一本)
摘  要

1会  費 242,000
2,000円×129人

※厚本市議速・愛川町選挙後に

新たに力B入 した議員 e名 を含む

2繰 越 金 871,051 87,051 0

3諸 収 入 949 0 △ 949

345テ _051 1.5, 051

科   目
予 算 f額

(A)

支 出済額 r

(B)

増 減 i額

(A一 B)
摘  要

1事業推進費

100,00Q 103,.5‐  5 △ 3, 595 総
会、!及び役員会

弊 守|ぃ場費戸イ也l

200,000
要望活動t及び務修会
経費等i(会場費用他)

△ 1, 989
総会で使用する

名本Lケ‐ス代

3予 備 費 5,000 0 5, 000

計

会議費 1事務費の

不足分は他の科目
から流用した

.

-65-
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ヽ
八

会計:監 査 報 告書

本議員運盟の令和元年度収支決算にづ林て、出納簿、鋭靱書類等を

監査したところ、適正に執行きれていると認.あますと

メlヽ田為多摩線延神をi促進する議撰連盤「●

監 査

監 査

-66-



議案第 9号

役員の改選 (案)

新役員 現役員

役・職 職 名 氏 名 職 名 氏 名

理 事
:町田市議会議員 吋田市議会議員 三遊亭 らん丈

理 事 相模原市議会耳J議長 森   繁之 相模原市議会議員 須田
!  
毅

理 事 相模原市議会議員 松永 千賀子 相模原市議会議員

監 査 相模原帝議会議員 小野   ]ム 相模原市議会副議長

事務局 町田市議会議員 =遊亭 らル丈 :町 田市議会議員 「藤田   学

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則・(抄)     「    
―
 |

(役 員)            ́                ,i
第5条 ′ : ~   I l   i t         ′

i

2 役員の任期は2年とし、喜任を妨げナょtヽとただし、その職務は後任者の就任fめ

ときまで行うもあとするも:また、役員あ任期申において選任に変更があらた場合

は、その任期は前任者等の残任期間とするj
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改選後の役員一覧 (案)

役 職 職  名 氏  名
会 長 相模原市議会議員 中 村 昌 治

会長代行 町田市議会議員 長 村 敏 明

副会長 町′田市議会議員 佐 藤 伸一郎

副会長 相模原市議会議員 大 沢 洋 子

副会長 厚木市議会議員 松 田 則 康

副会長 愛川町議会議長 馬 場   司
副会長 清川村議会議長 岩 澤 敏 雄

理 事 町田市議会議長 熊 沢 礼 里

藤i田  学理 事 町田市議会議員

理 :事 町田市議会議員 山 下 哲 也

理 事
:町
田市議会議員 佐 藤 和i彦

事 相模原市議会議長 石 ナII 将 誠

理 事 相模原市議会副議長 森 繁 之

テ理 事 相模原市議会議員 永 千

理 事 相模原市議会議員

理 事 厚木市議会議員 チlI 口  仁
理 事 厚木市議会議員 栗 山 香代子
理 事 厚木市議会議員 井 上 敏 夫

理 事 愛川町議会議員 阿 部
イ
隆 之

会 計 酉 家 克 己

監「査 河ヽ 野 弘

監 査 厚木市議会議員 石 井 芳 隆

事務局長 相模原市議会議員 渡 部 俊 明

事務局 町田市議会議員 二遊亭 らん丈

事務局 厚木市議会副議長

事務局 葉川町議会議員 井 出 己

事務局 清川村議会議員 藤 田 義 友



議案第4号

,令和 2年度 活動計画 (案 )

小田急多摩線延伸をイ足淳する議員連盟会則に基づき、次の活勲を行う。

※予算の都合が付く場合は研修会等を企画するむ

実施時期 活動内容

4月 9日 (本 )

午後4時 00分から
第 1回役員会

総 会^【
書面審議】

8.～ 10月 第 2回役員会

要望活動

(国、都県、鉄道事業者)

3月 下旬 第3口役員会
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1収 入

2支 出

令和 2年度 収支予算 (案 )

議案第 5号

(単位 :円 )

(単位 :円 )

科  目
本年度予算額

(A)

前年度予算額

(B)

増減額

(A― B)
摘 要

l 会  費｀ 246,‐ 00o 242,000 4,000 2,900円 X123∫人

2繰 越 金 △4と ,589

3 諸 !収 入 538 949 △ 41´ 1

計 292,000 330,Oo9 △38, 09o

F i
【_ャ′

科   目
本年度予算額

(A)

前年度予算額

(B)

増減額

(A― B)
摘  要

1事業推進費 260,000 300,o o10 本 40, 00o

119,000 lQO,000 10,、 00o 裕会、及び役員会
経費等

150,00o 200,Ooo △ 50, ooo 要望活動費

2事 務 費 25, 000 25,000 事務用品費等

3予 備 費 7, Oo0 000 2, 000

292,000 330,00o △ 38, 00o
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議案第 6号

決
~議
(案 )

:小田急多摩線の延伸は、1広嫁交通4ッ
イトワークの充実に資することはもとよ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のため極めて重要な律割を担う

ものでありi小田急練唐未田駅からJR横浜線相模原駅、JR相模線上溝駅、 !

更には相模原市田名
'也

区を経由とし、愛川・厚木方面
への延伸が期待されている。

「

交通政策審議会答申第198号においては、本議員連盟の設車当孝刀からの積

継hな活動が実
｀
を結む(唐本由駅から上溝駅まおあ延伸について、都心部とめ(

ァクモス利使'l生あ歯工か認あられ、地域の成長だ応じ々 勢道4ッ トワークの充

実に資する意義のあるプロジエクトに選定されており、実現に向けた大きな■

歩を踏み出すことができたと認識している。      |
愛川 。厚木方面へ9延仲について、上溝駅までの整備の造捗を踏まえ、

ど検討

することが適当とされていることから、、まずは上溝駅までの整備を着実に実現

させることが車要であると        「

また、馨伸う言義と口時に収支琴纂性等
あ課題が示されたことから、新好尺がr

想定される町田市小山田拘辺及び相模総合補給廠一部返導地などの沿裸におし|

て、需要あ創出に葉がる開発を積極的に推進していく必要がある。
「
起仲のi早期実現に向け、田丁田帝、相模原市か中心をとなり、関係者とともに検

討の深度化が進められて予ヽることから、本議員連理と|して

'下

日1早い延伸?

実現に尚けて最大限の支援を行うとともに、各後も引き続きく関係機関に積極

的に働!き かけるなどヽ 会景の総薫をもって一丸となり(よ り
二層強力な活動を

展開することを決意するものである。

以上て決議すると

令和 2年  月  日

―小田急多摩線延伸を促連する議員連盟
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i議
案第6号 参考資料

(小田急電鉄、東京都、神奈川県)

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案)  :

平素から、公共交通網の整備や地域の秦展につきまして「は、格別の御高艶を
賜り、心から,感謝申し上げます。

小田急多摩線め延伸は、広域交通ネットワ
=ク
の本実に資することはも|よ

り、首都圏南西部における広域交流拠点の形成のたつ極めて重要な―役割を担う.

,も のであ
4、 小田急線唐本田駅からJR横浜線相模原駅、 JR相模線上溝駅(

更には相模原市田名地区を経由し、愛川・厚木方面:への延伸が期待されており
ます。     1         /       1       1
交通政策審議会答申第 198号においては、本蒔景連盟分設辛当初あゝらの楼
.極的な活動が実を結び、唐木由駅から上溝駅まであ延伸にういて、都心部との

アクセス利算性?向上か認あられ、地域の1成票に応じた鉄道ネットワ■夕:あ尭
実に資する意義のあるプロジェク:卜 に選定11■ており、寿現に向け1人きな一
歩を踏み出すことかできたと認識して

'お
りますとま

'た
、舞川・庫木方面への起

仲に?いては、4溝駅までの整備の進捗を踏まえ検討することが適当とされて
いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現させることが童妻るあり
ますと  ィ:   l  i´               l  i
延偉の意義と同i時に示された収支採算性等の課題を解決すo.た つ、町田市、

相模原市が中心となり、【要望先】を初め生する関係者の普様ととも1に演討あ深

度化が進め多枠ておりますが、本議員導盟とぃても、
:新駅か想定される吋田帝

小山甲周辺及び相模総合補給廠一部返違地などの廷仲線浴線においてヽi需妻の
創出に繋がる開発を推進するなどヽ会員の総意をもって工丸となり、iよ うす層

強力な取組を進めて参る所存でございます。

つきま‐しては、地域住民の切実なる願い々叶たるべくⅢ唐本田駅から上溝駅、
そして愛川・厚本方歯今の=目 も早い延仲の実現に向け、特段の御酉己慮・御支

｀

援を賜りますようお願い申し上げますむ  |

令和 2年  1月   日

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟

′会長 中村 昌治
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議案第6号 参考資料
(関東運輸局)

小田急多摩線延伸の早期実チ見に関する要望書 (案 )

―
平素から、公共交通網の整備や地域の発展につきましては、控別の御百配を

賜 りヽ ,いから感謝申し上げますき

珂i由急多摩線の延伸は、広域交通ネッ|ワ ークの充実に資することはもと!よ ‐

り、首都圏首酉部ぃお,る広)ァ戎奈れ処点の形成
あえあ極めて重要テぶ役割を担う、

もあであう、小歯急線唐本田雰からJ式横浜線本日模原試Ⅲ
―
J燕本ロォ莫線工濤駅、

「更には相模原市田名地区を経由し、愛力|!厚木方面への延イ申が期待されており

ます。       i    ― `

交通政策審議会答申第198号 においては、本議員連盟ら設享郵初々らゝの積

極的な活動が実を結び、唐木田駅から上濤駅までの延伸について、都心部との

|テ イ■スな1便性の口■が認,られ、地域の成景に癖じ々 鉄連ネ
ットトウiTク の声

_実に今1う 意義→々冷rFジ |″ⅢF導、亭さ|てやり:「 寿塀1白ヶ
け:1本 きな

二

歩を踏み出すことができたと認識し|ております。また、愛
'li・

厚本方面への延

伸に,いて!|!上溝雰革る?警傭?準″を踏ま
:え検討すo手 とが適当ときれて

いることから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現させることが重要であり

●ます。    ・       |
を伸9意義

`同

時に示とれた堺支採算性等の課題を解決するたつく「町田市、

相模原市が中心となり、関東運輸局を初ゆとす
.る

:関係者の管祥 ||も !1検讃の i

深度化が進められておりますが、本議員連盟としても、新駅が想定される町田
~               ,               i

市小山田周辺及び相模総合補給廠
二
部返:澪ナ也4ギめ■伸堺沿糾において1需要

の拿ⅢⅢに繋がる.開警を挙達する各 、ゞ会員の総意をもっ|て
一丸 14'卜 より二

層]負力な取組を進めて参る所存でございます。          |
つきましては、地域住民の切実な0願いを叶えるべく、唐本田駅から4濤駅、

:そ し!て愛川1厚木方面■?―!日 1早ぃ審仲の実現に向け、都市鉄道等利便増造
―

法の事業スキームにおける黒字転換年数?緩和や補耳力財源の確保などの支援をi

講じてぃただ吉ますようお願い申し上げます:     `|  ●

令和 2年  月  日

小苗急多摩線延伸を促進する議員運盟

会長 中村 昌治
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議案第 6号 参考資料
(国土交通省)

小田急多摩線延伸の早期実現に関する要望書 (案 )

平素から、公共交通網の整備や地域の発展につ吉ましては、格別の御高配を
賜り、■から感謝申し上げまする !           |
小田急多摩線の延仲は、広域交通ネットワークの充実に資することはもとよ
り、首都圏南西部にゃlす る広域交流拠点の形成のため極めて重要な役割を担う

ゃ?でゎ′、小田急線唐本田層尺々 らゝJ阜横券線相漢原駅、 JR本目模線上溝活尺、
更に1ま相模原市田名

“

区を経由しヽ愛川1厚木方面ヽめ延仲が期待されており
ます。      :     i l     ,;
交導政策審議会答申第 198号 においては、1本1議員導盟の設立当初からあ積
1極
的な活動が実を浩び(唐木田駅から■溝駅までの延伸にういて、都心蔀との
アクヤス利便性|の 向上が認められ、地域の成長iに応じた鉄道ネットワiエ クの充

実 に資す る意義 のあ るプロジエク トに選定 されてお り半実現 に向けた大 きな一

歩を踏み出すことができたと認識してゃ,ます。事た、愛川・厚本方面への起'

仲については、上溝駅までの整備の進キ′ノ+々踏まえ検討する手とが適当とされて
ふるiこ とから、まずは上溝駅までの整備を着実に実現さをる.こ とか童要冬あり
ますと      、                _
をイ申の意泰と同時に示された1収支採算性等の課題を解決するため、1町田市、
相模原市が中心となり、関係者とともに検討の4真化が進あられておりますが、
:本議員連盟としても、新駅が想定される町甲市小山田周辺及び相模総合補給廠
一部返輝地などの延仲

:線沿線において、需要のβJ出 に葉がる
1開発:を

i推
進するな

ど、会員の総意をもって一丸となり、!よ ゲ■層強力な取組を進あて参る所在子で
ござぃます。          !
つき事しては、申域住民あ切実なる旗いを叶えるべく(唐本由故から二濤駅、

1

そして愛川・厚_木芳歯への■日も早い延イ申あ表現に向け、都市扶遣挙不1使増進

法の事業スキィムたおける巣孝転神大年数の緩和や補】力財源の確保′ょどう支接を

講じていただきますようお願い申し上げます。

令和 2年  月  日

小日1急多摩線延伸を促進する議員連盟

会長 中村 畠治
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小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会則

(名  称) ●           1
第 1条 :こ の会は、「小田急多摩線延伸を促進する議員連盟」という。

(目  的)

第 2条  この会は、関係市町村の∫議員の連携によりて小田急多摩線の延伸

を促進し、もちて近隣市町村の発展上住民編社の中上 Fと寄■すoこ |を

目的とする。         r
(事 業)                            i
第 3条  との会は、!前条の自的を達成するため、次ら事業を行う|
(1)小田急多摩線延伸事業の促連連動に関する情報交換と連携 i

(2)珂都県みび関係機関に対する積極的な要望活動 「
(3)・広報活動その他目的達成に必要な事業

(組 1織 )

第 4-条  この会は、第2条の目的に賛同する関係市町村の議会議員をもっ
て構成する。   |  .        .:       !
(役 員)                (  

―
!

第 5条  この会に来の役県を置く。             ・
(1)会 :長   1:名
会

副

理 事
会 計
監 査
事務局長

1名

2名

1名

(8)事 務局   4名      i          `、 i
21律景の任期は2年 とし、再任を妨げない。たたし(そ の職務は後任者
ら就任のときまで行うものとする。また、役員の任期中において選任に

1変更かあった場合は、その任期は前任者等の残任期間とする。
i  「

3 会長は、会務を総括する。             i
4 会長代行は、会長が欠けたとき、会長に事故があるとき、又は会長の

命を受けたときは、その職務を代行する。   i   !
5 副会長は、会長を補佐する。i     l           l
6 監査は、この会の会計を監査する。

名

名

名

１
　
５
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行

・

代

長

長
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＞
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7 事務局長は、会務を掌理する。
0 事務局は、

F事

.務局長を補佐する。      ●
(顧間

.、

:参
与及び相談役) ●             :

第 6条 この会k顧間、参与及び相談役を置くと!と ができる。
(事務局)                         :´
第7条 手の会に事務局を置|く :          モ
2 事務局は、会長の市町村に置く。  i      i
´3 事務局は、第3条 た規定する事業の企画、立案等に関する事務を処理
すや。    _1 ●           :
:(経
●費)  ,′        li・       :!
第8条 :Iの会あ経費は、会費その他の収入をもって充てる。
2 会費は年嶺 力,Ooo肖 芝チる。ただレ、舎兵が必要1認あゃ藤tFi嬉嶺
することができると  i i   ■・:      ●   ●
3 この会9会計年度はて毎年4月 ,1日 に始まり翠年3月 artt t終な。∫

鐸■―「1平i事 昇年度に■ィ|て生主王舛ぞl年:11月 4Hよ り翌年3月 3●目
までとする。

(補
′
 則 )

第 9条

(附

この会則に定あるもののほか、必要な事項は】1造協議して定める。

この会則は、平成 21年 11月ヤ4日から施行するむr

(附 :則 )|

この会則は、

(附 則)ll.
こ り 会 則 は 、

(障↓  只lJ)

平成22年 5月 27日から施行する。

平成124年 5月 :23百 から施脊する。

子?合貝11-平Ⅲ 26年 ,月 1行 日,Ⅲ ら施行する,
`(附
!則、):    ■          :
この会月‖tよ、1平成28年 5月 27占 から施行すると

-76-



!役:1職 ! 職 :i名 会1派

顧 間 衆議院議員 小 倉 脂―信 自由民主党

2 衆議院議員 赤 間 二 郎 自由民主党

3 顧 問
法務副大巨

衆議院議員
自由民主党

顧 間 衆議院議員 後 藤 祐 一 フォー ム

5 顧 問 衆議院議員
国民・

フォーラム

顧 問 参議院議員 無所属

願 問 参議院議員 中 川 雅 治 自由民主党

顧 問 参議院議員 朝 日 健太郎 自由民主党

参議院議員 松 沢 成 文 日本維新の会

10 顧 問 参議院議員 牧 山 ひろえ 立慈。国民。新緑風会 :社民

11 顧 間 参議院議員 立憲・国民.新緑風会・社民

顧 間 参議院議員 三原  じゅん子 自由民主党

13 顧 関 中 西 健 治 自由民主党

顧 間 参議院議員 自由民主党

15 顧 問
文部科学大臣政務官

参議院議員
佐 木々 さやか 公明党

16 顧 間 参議院議員 三 浦 信 祐 公明党

17 顧 問 参議院議員
t公明党

参 与 東京都議会議長

19 参 与 東京都議会議員 都攀 公萌党

参 与 東京都議会議員 東京都議会自由民主党

21 参 与 東京都議会議員 斉 藤 れいな 無F~折属 東京み歩い

参 与 東京著ド議会議員 無所属
.東
京みらい

23 参 与 神奈川県議会議員 自由民主弟神奈!w暑議会議鼻団

24 参 与 i 神奈川県議会議員 佐 木々 正 行 公明■神奈′甲呉議会
‐
議員団

参 与 神奈川県議会議員 長 友 党 洋
かながわ県民 `民

主フォ〒ラム

神奈川県議会議員団

参 与 神奈川県議会議員
ク ラ

27 参 与 神奈川県議会議員 河 本 文 雄 自由民主党神祭川県議会議員団、十

28 参 与 神奈川県議会議員 細 谷 政 幸 自1由民主党神奈川県議会議貫団

29 参 与 神奈川県議会議員 県政会神奈川県議会議員ロ

参 与 神奈川県議会議員i 山 口 貴 裕 自由民主党神奈川県議会議員団

31 神奈川県議会議員 京 島 圭 子
フォ■ ラム

32 参 与 神奈川県議会議員 小 林 大 介

参 与 `神奈川県議会議員 山 口 美津夫 自由民主党神奈川県議会議員団

34 参 与 神奈川県議会議員 佐 藤 圭 介
か な フォー ム

小由急多摩線延伸を促進する議員連軍 顧問・参与名簿
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小日急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿
No 職 名 氏 名 :会 派

1 町田市議会議長 熊 沢 礼 里 自由民主党

2 町田市議会副議長 奥   栄 〒 公明党

町田市議会議員 保守の会

4 町田市議会議員 吉 田  勉 保守め会

5 町田市議会議員 長 村 敏 明 自由民主党

6 町田市議会議員 佐 藤 伸一郎 自由民主党

7 町田市議会議員 藤 田   学 自由民主党

8 町田市議会議員   r 若 林 章 喜 自由民主党

9 町田市議会議員 新 井 克 尚 諸派

10 町田市議会議員 三遊亭 `ら ん丈 自由民主党

11 町田市議会議員 . 自由民主党

12 町田市議会議員 山 下 哲 也 公明党

13 町田市議会議員 戸 塚 正 人 まちだ市民クラブ

14 町田市議会議員 松 岡 みゆき 自由民主党

町田市議会議員 佐 藤 和 彦 まうだ市民クラブ

16 町田市議会議員 渡 辺 厳太郎 自由民主党

17 町田市議会議員 自 川 哲 也 保守の会

町田市議会議員・ 森 本 誠 也
:

まちだ市民クラブ

19 町田市議会議員 自由民主党

20 町田市議会議員 智 田 伸 也 まちだ市民クラブ

21 町田市議会議員 松 葉 祐 巳 公明党

22 町田市議会議員 木目田 英 男 自

23 町田市議会議員 小 関 重太郎 保守の会

24 町田市議会議員 深 沢 宏 文 保守の会

25 町田市議会議員 斉 藤 勝 広 公明党

26 町田市議会議員 星   大 輔 自由民主党

27 相模原市議会議長 石 ,H 将 誠 自由民主党相模原市議苗

2s 相模原市議会副議長 森   繁 之 市民民主クラブ

29 相模原市議会議員 金 子 豊貴男 市民民主クラブ

30 相模原市議会議員 松 永 千賀子 日本共産党相模原市議団

31 相模原市議会議員 加 藤 明 徳 公明党相模原市議団

32 相模原市議会議員 須 田   毅 自由県主党相模原市議団

33 相模原市議会議員 大 沢 洋 子 市民民主クラブ

34 相模原市議会議員 中 村 昌 治 自由民主党相模原市議団

35 相模原市議会議員 阿 部 善 博 自由民主党相浅原市議団
36 相模原市議会議員 長谷川 くみ子 颯爽の会

37 相模原市議会議員 小野沢 耕 一 自由曇華党相模原市議団
38 相模原市議会議員 栗 原   大 市民民主クラブ

3, 相模原市議会議員 寺 田 弘 子 自肖民主党相模原市議団

40 相模原市議会議員 野 元 好 美 颯爽の会

41 相模原市議会議員 吉 内  明 自由民主党相模原市議団

42 相模原市議会議員 小 と鳶_和 市民民主クラブ



恥 ;氏i名 会 派

43 相模原市議会議員 桜 井 はるな 市民民主″ラブ

44 相擦原市議会議員 小 野   弘 自由民主党相模原市議団

45 相模原市議会議員 大 崎 秀 治 公明党相模原市議団

46 相模原市議会議員 久保田 浩 孝 公明党相楳原市議団

47 施模原市議会議員 公明党相模原市議団

48 相模原市議会議員 関 根 雅吾郎 市民民主タラブ

49 相模原市議会議員 市民民主クラブ

50 相模原市議会議員 三十嵐 千 代 颯爽の会

51 相模原市議会議員 鈴 木 秀 成 市民民主グラブ

52 相模涼市議会議員 小 田 貴
)久

市民民主クラブ

相模原市議会議員 大 槻 和 弘 自由民主党相模原市議団

54 相模原市議会議員 後 日 博 美 公明党相模原市議団

相模原市議会議員 渡 部 俊 明 自由民主党相模原市議団

56 4目模原市議会議員 石 ,II 達 市民民主クラブ

57 相模原市議会議員 南 波 秀 樹 公明党相模原市議団

58 相模原市議会議員 日本共産党相模原市議回

59 相模原市議会議員 無所属

60 ィ相模原市議会議員 田 所 健太郎 日本共産党相模原市議団

61 相模原市議会議員 服 部 裕 明 自由民主党相模原市議団

62 相模原市議会議員 佐 藤 1尚 史 自由民主党相模原市議団

63 箱模原市議会議員 自由民主党相模原市議団

64 相模原市議会議員 岡 本 浩 三 公明党湘模原市議団

65 相模原市議会議員 秋 本  仁 自由民主党相模原市議団

66 相模原市議会議員 大八木   聡 自由民主党相模原市議回

相模原市議会議員 中 村 忠 炭 公日月党相1莫涼市議団

相模原市議会議員 自由民主党押模原市議団

69 相模原市議会議員 市良民主ケラブ

70 相模原市議会議賞 無所属

71 相模原市議会議員 今 宮 :祐 貴 日本共産党相模原市議団

相模原市議会議員 仁 科 なつ美 市民民主クラブ

73 厚木市議会議長 寺 岡 まゆみ 公明党

74 厚木市議会副議長 井 上  武 ネ″不卜あうぎ

厚木市議会議員 松 田 則 康 あつぎみらい

76 厚木市議会議員 きずな

77 厚本市議会議員 公明党

78 庫未帝議会議員 公明党

79 厚木市議会議員 神 子 雅 人 ネタスⅢあつゞ

厚未市議会議員 栗 山 香代子 日本共産党

厚木市議会議員 名 切 文 ―梨 あうぎの会

82 厚木市議会議員 一哉コ達・波一難 ネクストあつぎ

83 厚木市議会議員 松 本 樹 :影 きずな

84 厚本市議会議員 渡 辺 貞 雄 あつぎみらい

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿
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配 :職 名 氏 名 会 派

85 厚木市議会議員 井 上 敏 夫 あうぎの答
86 厚木市議会議員 遠 藤 浩 一 r  公明党

厚木市議会議員 瀧 口 慎太郎 ネクストあつぎ

88 厚木市議会議員 新 井 啓 司 きずな

89 厚木市議会議員 高 橋  豊 ネクストあつぎ

90 厚木市議会議員 田 口 孝 男 ネクストあつぎ

91 厚木市議会議員 山 崎 由 枝 公明党

92 厚木市議会議員 高 橋 知 己 新政あつぎ

93 厚木市議会議員 望 月 真 実 新政あつぎ

94 厚木市議会議員 三 橋 文 男 ネクストあつぎ

95 厚本市議会議員 高 村 真 rロ 新政あつぎ

96 厚木市議会議員 池 田 博 英 日本共産党

97 厚木市議会議員 後 藤 由紀子 無′所属

98 厚木市議会議員 奈 良 直 史 ネクストあつぎ

99 愛川町議会議長 馬 場   司 あいかわの彗
100 愛川町議会副議長 井 上 博 明 日本共産党愛川町議員団

101 愛川町議会議員 小 島 総―郎 無所属

102 愛川町議会議員 小 林 敬 子 日本共産党愛川吋議員団
103 愛川町議会議員 山 中 正 樹 あいかわの撃

104 愛川町議会議員 井 出 一 己 公明党

無所属
105 愛川町議会議員

106 愛川町議会議員 渡 辺   、基 あいかわの彗

107 愛チIr町議会議員 木 下 員樹子 あいかわの尊

108 愛川町議会議員 ― 佐 藤 り え 公明党

109 愛川町議会議員 熊 坂 崇 徳 あいかわの彗

あいかわの聾
110 愛川町議会議員 玉 利   優
111 愛川町議会議員 日本共産党愛川町議員回

112 愛川町議会議員 岸 上 敦 子 公明党

113 愛川町議会議員 阿 部 隆 之 あいかわの彗

114 愛川町議会議員 茅   孝 之 あいかわの彗
115 清川村議会議長 岩 澤 敏 :雄 無所属

116 清川村議会副議長 細 野:洋 一 無所属

117 斎
'1ヽ

村議会議員 藤 田 義 友 日本共産党

118 清川村議会議員 デII 瀬 正 行 無所風

119 清川村議会議員 山 本 雅 彦 無′
~斤

属
120 清)II村議会議員 笹 原 和 織 無所属

を21 清川村議会議員 山 口   進 無所属

122 清川村議会議員 城 所 英 樹 無所属

123 清川村議会議員 細 野 賢 ― 無所属

小田急多摩線延伸を促進する議員連盟 会員名簿
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